
第１学年２組 道徳科学習指導案 
日時：令和６年９月２７日（金） 第５校時 
場所：１年２組教室   指導者 菅野 杏子 

 

授業テーマ 
 役割演技を通して、親切のよさを考えさせることにより、親切にしようとする心情
を育てる授業 

 
１ 主題名・教材名 しんせつな こころで（B-6親切 思いやり）「はしのうえのおおかみ」（東京書籍） 
 
２ 主題設定の理由 
  親切・思いやりとは、相手の立場を考えたり、気持ちを想像したりして、相手のために優しい言葉
をかけたり、助けてあげたりすることである。１年生は発達段階において、まだまだ自己中心的な考
えや行動が多い。よりよい人間関係を築いていくためには互いに相手の気持ちを想像し、思いやりの
気持ちをもって親切にしていこうとすることが大切である。そして、親切にすることによって、相手
が喜び、それが自分の喜びとして受け入れられることで、今後も親切にしていこうとする気持ちを高
める。相手の立場や気持ちを考え行動しようとすることは、相手にも伝わり、よりよい人間関係の構
築につながっていく。 

  本学級の児童は、水筒や荷物などを相手に届けたり、当番ではなくても黒板を消したりするなど、
「友達や担任を手伝いたい、助けてあげたい」という気持ちをもって行動する姿が見られる。しかし、
相手の立場や気持ちを考えて行動するのではなく、「なんとなく」や「みんながやっているから」と、
深く考えず流されて行動している児童もいる。そこで、親切にされたときの気持ちやよい行いをした
ときに得られる気持ちのよさについて考え、親切な行いがもたらす喜びや温かい心にふれることによ
り、親切にする大切さについて考えを深められるようにすることが必要である。 

  本教材は、主人公のおおかみがうさぎたちを相手におもしろがって意地悪をするが、自分よりも大
きなくまと出会い、くまに道をゆずってもらうという話である。意地悪を楽しんでいたおおかみだっ
たが、くまに優しくしてもらうという出来事から、自分の行動を振り返り、相手の気持ちを考えて親
切にしていこうとする気持ちを感じ取ることができる。また、最後の場面でおおかみが親切な行動を
することで、いい気持ちになる姿に、親切にした後の心地よさを感じ、親切にしていこうとする気持
ちを育むことができる教材である。 

  指導にあたっては、帰りの会に「キラキラさん」の場を設定し、日常生活で「親切にしたこと」を
発表し、意識付けを図っておく。教材を前半と後半に分け、前半では、役割演技を通して、いじわる
をしたときとくまにだきあげられたときのおおかみの気持ちの変化を感じさせ、親切にされたときの
気持ちを考えさせる。親切にすると自分も相手もいい気持ちなることを考えさせ、親切のよさに気付
かせたい。終末では、今までの自分の体験を振り返ることで、互いによさを認め合い、相手の喜びを
自分の喜びとして受け入れられるようにしたい。そして、これからはどのような行動をしていくか考
えることを通して、親切にしていこうとする道徳的実践意欲を高めたい。 

 
３ 指導計画 
（１）事前指導…帰りの会に「キラキラさん」の場を設定し、日常生活で「親切にしたこと」を発表す

ることで、意識付けを図っておく。 
（２）本時………教材をもとに、「親切、思いやり」の道徳的価値の大切さについて考え、多角的に理

解する。 
（３）事後指導…日々の生活において、道徳的実践意欲と態度を育む。「キラキラさん」を継続して取

り組む。 
 
４ 板書計画 
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５ 主題のねらい 
   身近な人たちに温かい心をもって親切にすることのよさを感じ、親切にしようとする。 
 

６ 授業テーマに迫るための手立て 

（１）登場人物の気持ちの変化を感じ、親切にすることのよさに気付くための役割演技の工夫 

（２）道徳的実践意欲を高めるために道徳的問題を自分事としてとらえ、場面写真や問題提示を通し      

  た「振り返り」活動の工夫 

 

７ 学習過程 

段階 学習活動・内容 時間 〇指導上の留意点 ※手立て ♦評価 
気
付
く 

1. 親切について話し合い、本時の問いを 
 つかむ。 
 
 
 

5 
 
 

○ 友達に親切にしているときの写真を 
 提示し、どうして優しくするのか考え
させ、本時の問いにつなげる。 

 
 
 
見
つ
め
る 
 
 
 
 
 
 
伝
え 
る 
 
 
 
 

2. 資料「はしのうえのおおかみ」(前半) 
を読み、おおかみの気持ちの変化を話し
合う。 

 
（１）うさぎやきつねを追い返したときの

おおかみの気持ちを考える。 
 ・たのしい。 ・おれがいちばんだ。 
 ・おれのみちだ。だれもとおしたくない。 
 ・もっといたずらしたい。 
 
（２）くまに出会ったときのおおかみの気

持ちを考える。 
 ・おおきい  ・こわい 
 ・みちをゆずらなくちゃ 
 ・じぶんもやってたから、とおしてもらえ

ない。 
 
（３）くまの後ろ姿を見送っていたおおか

みの気持ちを話し合う。（役割演技） 
 
 

 
 
 
・くまさんみたいにやさしくなりたい 
・うさぎさんたちにあやまりたい。 

 ・これからはみんなにやさしくしよう。 
 ・やさしいな。 ・うれしいな 
 
３．資料「はしのうえのおおかみ」(後半)
を読み、親切のよさを考える。 

 ・いい気持ちになる。 
 ・やさしいっていいな。 
 ・じぶんもともだちもうれしい。 

25 
(20) 
 

 
全体 

 
 
 
 
 

個人 
 
 
 
 
 
 

全体 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5) 
全体 

○ 教材文の内容を理解しやすくするた
めに、簡単に物語の内容を説明し、おお
かみの気持ちを考えるよう促す。 

○ おおかみの挿絵の表情に注目させ、お
おかみの気持ちを考えさせる。 

○ 親切にしないときの気持ちを考えさ
せることで、（３）で親切にしたときの
おおかみの気持ちの変化を感じられる
ようにする。 

○ 登場人物の大きさに着目させること
で、おおかみの気持ちを引き出す。 

○ （１）のときのうさぎたちの気持ちに
もふれ、相手も同じ気持ちであったこと
を気付かせることにより、相手の立場に
なって考えられるようにする。 

 
○ 板書で場面絵を提示しおおかみの気

持ちの変化を分かりやすく可視化す
る。 

 
 
 
 
 
 
○ 役割演技でおおかみの気持ちを考え
やすくするために、小道具や橋の上を想
定した場の設定をする。 

※ （３）で役割演技をし、気持ちの変化
を感じることを通して、親切にしたりさ
れたりすることは、相手も自分もいい気
持ちになるよさがあることを気付かせ
る。（手立て１） 

 
 
 
 
 
 
振
り
返
る 
 

４．道徳的問題を提示し、自分だったどう
行動するか考え、本時の振り返りをする。 
○道徳的問題 
【業間がおわり、教室に戻る途中、転んで
泣いている友達がいた。でも、声を掛け
たら時間に間に合わないかもしれない。
あなただったらどうする。】 
・やさしくしたいから。 

 ・いいきもちにしたい。 
 ・やさしいはともだちにもつたわる。 
 ・おこられたくないからたすけない。 
 
 
 
５．教師の説話 
 
 

15 
(10) 
個人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5) 
 

○ 児童が親切にしている写真を提示す
ることで、自分たちの身の回りにも親
切にしてくれる友達がいることに気付
かせる。 

 
 
 
 
 
 
※ 道徳的問題を提示することで、自分
事としてとらえ考えさせ、実践意欲を
高める。       （手立て２） 

 
○ 親切のよさや親切は自分にも返って
くることを伝えることで、親切にして
いこうとする気持ちを高める。 

 

○と  やさしくすると、どんないいことが
あるのかな。 

◆ おおかみの気持ちの変化に気付
き、温かい心をもって親切にしよう
とする気持ちについて考えている。 

（発言・ワークシート） 

◆ 自分事としてとらえ、身近な人に
対して温かい心をもって親切にしよ
うとする気持ちをもっている。 

（発言・ワークシート） 

◎ いつまでもくまをみていたおおかみ
さんは、どんなきもちだったのかな。 
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第２学年２組 道徳科学習指導案 
日時：令和６年５月２３日（木） 第２校時 
場所：２年２組教室  指導者 佐藤 奈々美 

 

授業テーマ 
 登場人物の役割演技を通して、それぞれの立場の気持ちを伝え合うことにより、親
切にしようという心情を育てる授業 

 
１ 主題名  あたたかい こころ （B-6 親切 思いやり）「とくべつなたからもの」（光文書院） 
 
２ 主題設定の理由 
  よりよい人間関係を築いて行くためには、温かい心で相手に接する事が大切である。困っている人
を見たときに、とっさに自分にできることはないかと考えて手を指しの述べようとする気持ちが温か
い心である。幼い人や友達に温かい心をもって接することによって，相手への親切な行いが生まれる
と同時に、自分が人のためになったという喜びが生まれる。それがこれからも思いやりのある行動を
しようとする意欲を高めるのである。相手の立場に立って考え行動することは、自己中心的な態度を
改めたり，他者との人間関係を深めたりすることにもつながり、人間性をより豊かにしていく。 

  本学級の児童は、勉強が分からず困っている友達には教えてあげたり、休んでいる友達の当番の仕
事を代わりにやってあげたりと、何かしら助けてあげたい、力になりたいという気持ちを持って接し
ていることが多い。しかし、相手が本当にしてほしいこと考えているかというと、自己満足で終わっ
ていることもある。そこで、相手の気持ちを考え、よい行いを行ったときに得られる気持ちのよさや、
親切な行いがもたらす喜びや温かい心にふれさせることが大切である。 

  本教材は、かばんの中を宝物でいっぱいにしたくまが、穴に落ちたねずみの子に出会い、自分にで
きることを一生懸命考え、宝物を捨てねずみくんを助けるという話である。宝物を捨てようかどうか
と迷いながらも、困っているねずみの子を助けるくまの気持ちから、相手の気持ちを考えて親切にす
る大切さを感じ取ることができる。また、かばんに一つだけ残っていたどんぐりを握りしめて「あり
がとう」という言葉をねずみに言われ、「これはとくべつなたからもの」と喜ぶくまの姿に、親切で
つながる温かい関係、親切にした後の心地よさを感じ取ることができる教材である。 

  指導にあたっては、帰りの会に「キラキラさん」の場を設定し、日常生活で「親切にしたこと」を
発表したり、ロイロノートの共有ノートに「親切にしてもらったこと」を記入したりして、意識付け
を図っておく。教材を前半と後半に分け、前半ではねずみの子を助けたいと思いながらも、一生懸命
に集めた宝物を捨てたくないという気持ちの葛藤を話し合わせ、親切の意味について考えさせる。後
半は、役割演技を通して考えさせることにより、くまの気持ちに共感させる。そして、相手を思って
したことは、相手にも伝わり、自分も温かい気持ちになることを実感させたい。終末では、今までの
自分の体験を振り返りに書いて発表することにより、相手の喜びを自分の喜びとして受け入れられる
ようにし、価値の意識の継続と自己肯定感を高めたい。 

 
３ 指導計画 
（１）事前指導…帰りの会に「キラキラさん」の場を設定し、日常生活で「親切にしたこと」を発表し

たり、ロイロノートの共有ノート（「キラキラの森」）にありがとうの手紙を書いた
りして、意識付けを図っておく。 

（２）本時………教材をもとに、「親切、思いやり」の道徳的価値の大切さについて考え、多角的に理
解する。 

（３）事後指導…日々の生活において、道徳的実践意欲と態度を育む。「キラキラさん」と「キラキラ
の森」に継続して取り組む。 

４ 板書計画 
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５ 主題のねらい 
   身近な人に対して温かい心をもって親切にすることのよさが分かり、親切にしようとする。 
 

６ 授業テーマに迫るための手立て 

（１）温かい気持ちになることを実感させるための動作化や役割演技の工夫 

（２）価値の深まりや意欲の継続、自己肯定感を高めるための「振り返り」の場の設定 

７ 学習過程 

段階 学習活動・内容 時間 〇指導上の留意点 ※手立て ♦評価 

気
付
く 

1. やさしい人について話し合い、本
時の問いを知る。 

 
 

５ 
 
 

○ やさしい人が損してしまう場面の写真を提
示し、それでもやさしくできた理由を考えさ
せ、本時の問いにつなげる。 

 
 
 
見
つ
め
る 
 
 
 
 
 
 
伝
え 
る 
 
 
 
 

2. 資料「とくべつなたからもの」を
読み、迷うくまの気持ちを話し合
う。（前半） 

（１）穴に落ちたねずみの気持ちを考
える。 

 ・助けてほしい。 
 ・くらいよ。 
 ・こわいよ。 
 
（２）くまが「えい‼」と思い切ってか

ばんをさかさまにふったのは、な
ぜか考える。 

 ・助けなきゃ。 
 ・ねずみくんのほうが大切。 
 ・宝物はまた拾えばいい。 
◎ くまが「えいっ‼」と思い切って 
かばんをさかさまにふったのは、な 

 ぜかな。 
３．ねずみの子の台詞の後に、どんな
会話をするか考える。（後半） 
・助けてよかった。 
・親切にしてよかった。 
・くまくん優しい。 
・ありがとう。 

25 
(10) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(15) 

○ 教材文の内容を児童が把握しやすくなるよ
うに読みの視点を与え、先行オーガナイザー
法を用いる。 

〇 教材文の内容を把握しやすくなるように、
ロイロノートを使って紙芝居形式で物語を読
む。 

 
 
 
○ 困っているねずみの子を助けなければとい
う思いと宝物も欲しいというくまの心の葛藤
に気付かせる。 

 
 
 
 
〇 動作化することで、かばんをさかさまにし
た時のくまの気持ちを想像しやすくする。 

○ ワークシートでくまの葛藤や気持ちの変化
を可視化させる 

○ 役割演技をして、場面の状況や登場人物の
気持ちを想像しやすいようにする。 

○ どんぐりをにぎったねずみの子の感謝の気
持ちを押さえることで、くまの温かい心に気
付かせる。 

※ 役割演技をすることで、相手を思ってした
ことは、相手にも伝わり優しい気持ちになる
ことや、そのことで自分も温かい気持ちにな
ることを実感させる。（手立て１） 

 
 
 
 
 
 
振
り
返
る 
 

４．自分の生活を振り返る。 
（１）共有ノートの「キラキラの森」

を見て、自分たちの生活にも親切
があふれていることに気付く。 

 ・分からないところを教えてくれて
ありがとう。 

 
（２）ワークシートに本時の振り返り

をする。 
 ・これからも優しくしよう。 
 ・困っている人がいたら助けよう。 
 
 
 

15 
 

○ 自分たちのまわりにも困ったら助けてくれ
る友達がいることに気付かせる。 

○ 今までにしてもらった親切やこれからした
い親切を発表させる。 

※ 「キラキラの森」を読んだり見たりして、
自分も親切な行いをしていることやそれによ
って友達もうれしいと感じていることに気付
かせ、自己肯定感を高める。（手立て２） 

 

 

○と  どうしてやさしくするのかな。 

◆ くまが心の中で感じた葛藤に気付き、困
っている人を助けようとする気持ちについ
て考えている。（発言・ワークシート） 

◆ 身近な人に対して温かい心をもって親
切にすることのよさが分かり、親切にし
ようとする気持ちをもっている。（発言
・ワークシート） 
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第３学年１組 道徳科学習指導案 
日時：令和６年９月２７日（金） 第５校時 
場所：３年１組教室  指導者 嶺井 由美 

 

授業テーマ 
登場人物の気持ちを話し合ったり、友達から自分のよいところを知らせてもらった

りする活動を通して、自分らしさや自分のよさに気づくことができる授業 
 
１ 主題名  自分のよいところに目を向けて（ A-4 個性の伸長 ）「じゃがいもの歌」（東京書籍） 
 
２ 主題設定の理由 

                          

    自分の特徴を知るということは、長所に加えて短所にも気づいていくことであり、特徴を他面的に
捉えることである。他者と比較して優劣をつけることではなく、「一人一人の存在自体がよさ」とい
う前提にたち、「自分のよさ」が自分らしさにつながっていくように指導したい。そのうえで、ほか
の人々の多様な個性や生き方に触れさせ、自分の長所をよい方向に伸ばし続けようとする心情を育て
たい。 
本学級の児童は、友達のためや学級のために行動できる児童が多く、日常的に友達のよさを見つけ

る活動を行っている。帰りの会の「今日のきらきらさん」で友達のよいところを発表したり、「いい
ところヒマワリ」を掲示し、よいところを見つけたら花びらを貼ったりするなどの取り組みをしてい
る。その一方で、自分のよいところを聞かれるとすぐには言えない児童もいる。そこで、自分の短所
や長所も含めた自分らしさについて考え、自分のよさに気づかせていくことが大切である。 

  本教材は、さとしがじゃがいもには一つ一つ形や大きさが違うことに気づき、クラスの友達の顔を
思い浮かべ、いつも先生に注意されてばかりいる友達のよさに気づいていく。じゃがいもを選びなが
ら、友達と自分の個性に目を向け始めたさとしに自分を重ねて、自分のよさを伸ばしていこうとする
心情を育てたい。 

  指導にあたっては、日常的に行っている活動に少し変化をもたせ、友達のよいところ探しを行って
おく。いろいろな児童がいいところ探しをする中で、多角的・多面的な特徴が出てくると思われる。
本時ではいろいろな角度から見た自分のいいところを知る中で、「自分らしさ」に気づき、自己肯定
感を高めたい。 

 
 
３ 指導計画 
（１）事前指導…「ひみつのパートナー」を行い、意識付けを図っておく。 
        （児童の良いところ探しを行い、記録しておく。） 
（２）本時………教材をもとに、「個性の伸長」の道徳的価値の大切さについて考え、主体的に理解す

る。 
（３）事後指導…日々の生活において、道徳的実践意欲と態度を育む。学級便りに道徳の授業について

紹介し、保護者にも児童のよいところを教えてもらう。 
 
４ 板書計画 
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５ 主題のねらい 
   自分のよさや自分らしさについて考え、自分の特徴についてとらえようとする。 
 
 

６ 授業テーマに迫るための手立て 

（１）日ごろの取り組みで「友達のよいところ」に気づかせ、そこから「自分らしさ」「自分のよ
さ」について主体的に考えられるようにする指導の工夫 

（２）価値の深まり、自己肯定感を高めるための｢振り返り｣活動の工夫 

 

７ 学習過程 

段階 学習活動・内容 時間 〇指導上の留意点 ※手立て ♦評価 

気
付
く 

1. クラスの友達のよいところについ
て話し合い、本時の問いを知る。 

 
 

5 
一斉 

 
 
 
 

〇 何人かの児童のよさを紹介し、「自分らし
さ」や「自分のよさ」について興味・関心を
もたせる。 

※ 児童が見つけた友達のよさについて把握
し、友達クイズを出し、「自分らしさ」「自分
のよさ」について考えるきっかけをつくる。
(手立て 1)  

 
 
 
見
つ
め
る 
 
 
 
 
 
 
伝
え 
る 
 
 
 
 

2. 資料「じゃがいもの歌」を読み、
さとしの気持ちを話し合う。 

（１）とおるのいろいろなことを思い
出したとき、さとしはどんなこと
を考えていたのだろう。 

・とおるは、よく注意されるけど、優
しいところもある。 

・いいところもこまったところもりょ
うほうあるな。 

 

（２）歌いながら、じゃがいもを選ん
でいたさとしは、どんなことを考
えていたか話し合う。 

 

 

 

 

・一人一人にちがいがある。 

・みんなそれぞれのよさがあっておも
しろい。 

 

３ 自分らしさや自分のよさについて
話し合う。 

（１）友達が見つけた自分のよさにつ
いて知る。 

（２）自分のよさについて気づいたこ
とを話し合う。 

25 
(15) 
一斉 

 
 
 
 
 

 

 
個人 
一斉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(10) 
個人 

グループ 

 

○ 様々な形のじゃがいもの写真を見せ、印象
を尋ねる。 

 
○ とおるのよさについて、多面的・多角的に
考え、話し合わせる。 

○ とおるだけではなく、クラスの友達も自分
についても様々なよさがあることを確認す
る。 

○ あきらの長所を見つけたときのさとしの気
持ちの変化に気付かせる。 

 
○ ワークシートでさとしの気持ちを可視化さ
せる。  

 
 
 
 
 
 
 
 
○ 友達（秘密のパートナー）から見た自分の
よさを知り、自分にはいろいろなよい面があ
ることに気づかせる。 

○ 自分が初めて知ったよいところやうれしか
った言葉などを発表させる。 

 
 
振
り
返
る 
 

４ 自分の生活を振り返る。 

（１）ワークシートに本時の振り返り
をする。 

（２）全体で話し合う。 
 

１５ 

個人 

 

一斉 

 
 
 

※ 今まではどうだったか、これからはどうし
たいのか、気づいたことなどについて振り返
らせ、全体に共有する。（手立て２） 

 
 
 
 
 

 
 

○と自分らしさってどんなところか
な。  

◎歌いながらじゃがいもを選んでい
たさとしはどんなことを考えてい
たのかな。  

◆ 自分を振り返り、自分らしさや自分
のよさについて考えているか。 

（発言・ワークシート） 

◆ 一人一人に個性があることに気づい
たり、「自分らしさ」について考えた
りしているさとしの気持ちを考えてい
るか。（発言・ワークシート） 

－ 27 － 



第４学年２組 道徳科学習指導案 
日時：令和６年７月１日（月） 第３校時 
場所：４年２組教室  指導者 菊地 雅人 

 

授業テーマ 
登場人物の気持ちをペアで話し合い、交流する活動を通して、自分らしさに気づき、

それを磨くために努力することの素晴らしさを感じることができる授業 
 
１ 主題名  自分をかがかせるために （ A-4 個性の伸長 ）「わたしのゆめ」（光文書院） 
 
２ 主題設定の理由 
  ｢自分を輝かせる｣ために必要なことは、特徴(自分らしさ)を磨き上げ、特長(優れた個性)にしていく
ことである。人はだれしも｢自分らしさ｣をもっていて、子どもも同様である。自分の中にある｢自分ら
しさ｣を考え、はっきりと自覚することで他者を認め、寛容な気持ちで接する態度が芽生える。そして、
それが自分を輝かせるもとであることに気づくことが、｢自分らしさ｣を磨いていこうとする意欲を高
めていくことにつながるのだ。児童一人一人の良さや個性を自らが感じ、互いに伸ばしていこうと努
力することで人間性をより豊かにしていく。 
本学級の児童(男子 14 名，女子 14 名)は、感受性が豊かで日々の学習や生活での新しい発見や出来

事に目を輝かせながら生活している。毎日帰りの会に実施している｢今日のＭＶＰ｣では、友達の素敵
なところや頑張った場面などを発表し、自分や周りの良さを感じている。その一方で、周りを見ずに
行動していまいトラブルになることや、一番、一位になることに固執し友だちに迷惑をかけることも
あり、学級全体として規則やルール・友だちとのかかわり方が定着していない。また、初めからでき
ないと諦める姿もあり、努力することが苦手が児童も見受けられる。道徳に関する聞き取り調査では、
“道徳科の授業をどう思うか”という質問に対して約 80％が“すき”、“どちらかと言えばすき”と
回答し、道徳科の授業を楽しみにしている。本時の授業で取り上げる個性の伸長について、“自分の
よいところを知りさらに伸ばそうとしているか”の質問は、学級全員が“している”“どちらかとい
えばしている”と答えた。 
本教材は、新学習指導要領第 2 内容 [A 主として自分自身に関すること]４「個性の伸長」⑷｢自分

の特徴に気付くこと。｣を受けて設定したものである。ゆう子は絵が得意であることを自覚しており、
周りからの評価も相まって自信をもっている。これがゆう子の｢自分らしさ｣である。しかし、本物の
画家である橋本さんに出会い、ただ絵が得意なだけでは自分の目指す画家にはなれないのだと気づく。
橋本さんは夢を叶えるまでの努力や、「今のままじゃだめだよね」と、胸を熱くさせるゆう子の様子
について考えさせることにより、「自分らしさ」を磨くことが、自分を輝かせることにつながること
を理解させたい。第 3 学年及び 4 学年で扱う個性の伸長は、“自分の特徴に気付き、長所を伸ばすこ
と”特にここでは、得意なことを磨くためには努力や強い意志も大切であることを理解させたい。 
指導にあたっては、児童それぞれの自分らしさについて事前に聞き取りを行い、「自分らしさ」に

気づかせたい。自分で考えることが難しい児童も少なくないため事前に家族や友達と相談して授業に
臨ませたい。ゆう子の気持ちの変化や、橋本さんが夢をかなえることができた要因について考える活
動を通して、「自分らしさ」は誰しもがもっているものであり、それを磨くと輝く個性になることを
理解させたい。また、努力することの大切さはわかっているものの、橋本さんのように強い意志をも
って努力することは難しいことであることについても触れ、どう磨いていくのかを具体的に考えさせ、
実践へとつなげていきたい。各自で「自分らしさ」を伸ばしていくための手立てを考えロイロノート
のまとめ、言語化し明確にすることで道徳的実践意欲を高めさせたい。最後は教師の説話を通して、
誰もが輝く可能性を秘めていることを伝えたい。 

 
３ 指導計画 
（１）事前指導…児童それぞれの「自分らしさ」を明確にするため、導入型反転学習を通して事前に自

分らしさについて考える時間を設け、本時の教材や問いについて主体的に取り組むこ
とができるようにする。 

（２）本時………教材をもとに、「個性の伸長」の道徳的価値の大切さについて考え、主体的に理解す
る。 

（３）事後指導…日々の生活において、道徳的実践意欲と態度を育む。目標をもって取り組むことがで
きるようにする。 

４ 板書計画 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

－ 15 － 



５ 主題のねらい 
   自分らしさに気づき、それを磨いて、自分を輝かせて生きていこうとする。 
 
 

６ 授業テーマに迫るための手立て 

（１）導入型反転学習を通して「自分らしさ」に気づかせ、主体的に取り組める指導の工夫 

（２）今後の目標を設定し、道徳的実践意欲を高めるための｢振り返り｣活動の工夫 

 

７ 学習過程 

段階 学習活動・内容 時間 〇指導上の留意点 ※手立て ♦評価 

気
付
く 

1. それぞれの自分らしさについて話
し合い、本時の問いを知る。 

 
 

５ 
一斉 

 
 
 
 

〇 自分らしさについて児童に聞き、話の概要
を想像させ、興味・関心をもたせる。 

※ 導入型反転で児童の自分らしさをあらかじ
め把握することで児童にあった声掛けができ
るようにしておく。      (手立て 1)  

 
 
 
見
つ
め
る 
 
 
 
 
 
 
伝
え 
る 
 
 
 
 

2. 資料「わたしのゆめ」を読み、ゆ
う子や橋本さんの気持ちを話し合
う。（前半） 

（１）どうして橋本さんは夢をかなえ
ることができたのだろう。 

 ・一生懸命努力したから。 
 ・諦めなかったから。 
 
（２）ゆう子が｢今のままじゃだめだ｣

と胸が熱くなったのは、なぜか考
える。 

 ・もっと頑張らなきゃ。 
 ・好きなだけじゃだめなんだ。 
 ・絶対に夢をかなえたい。 
◎ ゆう子が｢今のままじゃだめだ｣と
胸が熱くなったのは、なぜかな。 

 
 
３．｢よりよい自分｣になるために必要
なことについて考え、話し合う。
（後半） 
・絶対にかなえたいという気持ち。 
・諦めないで頑張ること。 
・好きでいること。 
・いろんな人に聞いて練習する。 

25 
(20) 
 
一斉 

 
 
 
 
ペア 

一斉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(5) 
一斉 

○ 自分とゆう子さんを照らし合わせ意識しな
がら聞くように指示する。 

 
〇 橋本さんは絵を描くことが好きなだけで夢
をかなえたわけではないことに気づかせる。 

〇 アトリエの様子やゆう子の発言からも努力
することは決して輝いていることだけではな
いことを気づかせる。 

○ 努力することの大切さと難しさの葛藤を児
童が感じることができるようにする。 

○ 今の“まま”とは今“よりもっと”という
意味であることをつかませる。 

○ 気持ちだけ、努力だけではなく、双方が必
要だと気付かせる。 

 
 
 
 
 
○ 胸が熱くなったゆう子の気持ちを想像し、
どうすれば「自分らしさ」を伸ばすことがで
きるのか、自分の考えをもてるようにする。 

 
 

 
 
 
 
 
 
振
り
返
る 
 

４．今後の生活で気を付けていきたい
ことを考える。 

（１）｢よりよい自分｣になるために、
自分がやっていきたいことをまと
める。 

 ・運動が苦手だと思っていたけど、
自分ができる種目を頑張ろうと思
った。 

 ・うるさくして注意されることもあ
ったけど、発表することを頑張ろ
うと思った。 

 
（２）教師の説話を聞く。 
 
 

15 
 
個人 

 
 
 
 
 
一斉 

○ 個性はだれにでもあること、自分を信じて
努力すれば不可能なことはないこと、輝く可
能性は無限に広がっていることに気付かせ
る。 

○ 授業をふまえてこれからしていきたいこと
を発表させる。 

※ 今後の目標を設定し、道徳的実践意欲を高
められるような声かけをする。(手立て 2) 

 

 

○と  どうすれば｢よりよい自分｣にな
れるかな。 

◆ 橋本さんの言動やゆう子の気持ちを考え
ることで「自分らしさ」を磨いて輝かせよ
うとすることの素晴らしさを感じたか 

（発言・ロイロノート） 

◆ 自身の特徴を知り、「自分らしさ」を
高めようとしているか。 

（発言・ロイロノート） 

－ 16 － 



すばらしい伝統だと気づいた健太
は、 どんな気持ちで北山神楽の練
習を参加しているのでしょう。



道徳のふりかえり 
○授業を終わって思うのは…  
 
 
 
○これから自分にできるのは…



   第６学年２組 道徳科学習指導案 

日時：令和６年９月２７日（金） 第５校時 

場所：６年２組教室 指導者 木村 幸登 

授業テーマ  日本の伝統や文化を多面的・多角的に捉え直すことで、そのよさを知り、大切にしていこうとす

る心情を育む授業。  

１ 主題名・教材名 日本のよさを大切に （C－１７伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度） 

「これが日本」（光文書院） 

 

２ 主題設定の理由 

我々の生活の中には、その郷土や国に住む人々によって受け継がれてきた習慣や思想、制度、技術などがあ

る。それは、その土地の自然的・社会的・歴史的条件によって独自に育まれた自然観・生命観・審美観・調和観と、

先人たちの「よりよく生きたい」と願う心が合わさって生まれた有形・無形の伝統である。具体的には衣食住の様

式・言語・文字・行事・文学・絵画・彫刻・芸能・工芸などである。これらの伝統は、その郷土や国に住む人々のア

イデンティティを形成してきたものであり、これからを生きる人々に受け継がれていかなければならないものである。 

 本学級の児童は、地域の伝統行事や社会科の歴史学習を通して、昔から伝わってきている文化や郷土、日本

についての知識を少しずつ身に付けてきている。昨年度は、地域の伝統文化が受け継がれてきた理由について

考えを深めることができた。また、先人の知恵を受け継ぎ、自然と共に生きようとする日本人の精神性については

「16 棚田と人をつなぐ」ですでに学習している。しかし、多様な文化の流入や、伝統文化を伝えられる機会の減

少から、それらと自分自身の生活とを結びつけて考える体験は多くはない。 

自然・食文化・精神・生活習慣などの選択肢の中から、いわゆる伝統文化といわれるものを多面的・多角的に

見つめ直すことで、そのよさを再認識できる教材である。それらの中には、失われつつあるものもあり、だからこそ

伝統文化の意味や大切さを見つめ直す必要性もある。児童には、単にそれらを守り、受け継ぐことだけが大切な

のではなく、自分たちが文化を創造していく担い手であることを自覚させることができる。また、これらの有形・無形

の伝統文化に対する畏敬の念や、文化を継承してきた人々の知恵、心に感動することができる教材である。 

指導においては、事前に児童に「日本のよさ」を考えさせておく。そして、それぞれが考えてきた「日本のよさ」

について授業の中盤でふり返る場面を設定し、国や郷土の伝統文化を児童の生活意識に結びつけていく。さら

に、それがなぜ「日本のよさ」で大切にしていきたいのか問い返し、それを選んだ自分の心を見つめることで自我

関与させたい。また、教材にある具体的な「文化・自然・心」についてグループで意見を出し合うことで、自分が気

付かなかった新たな価値に気付かせ、「日本のよさ」について多面的・多角的に考えさせる。授業の終末では、Ａ

ＬＴによる説話で外国の人々から見た様々な日本のよさを紹介し、本時をまとめたい。 

 

３ 指導計画 

（１）事前指導…事前に「あなたが思う日本のよさとは何か」についてアンケートを実施し、本時への関心・意欲を 

高めさせる。 

（２）本時…教材をもとに、「これが日本」の道徳的価値の大切さについて、多面的・多角的に考え、理解する。 

（３）事後指導…日々の生活において、道徳的実践意欲と態度を育む。 

 

４ 板書計画 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 

21 これが日本 

○と  日本のよさとは何だろうか。 

児童の考え 

見た目がきれい、彩り 

伝統的な作り方 

海外にも受け入

れられている 
先進的な技術 

受け継がれて

きた伝統 
歴史的な建物 おもてなしの心 豊かな自然 

日本の 

よさ 

－ 30 － 



５ 主題のねらい 
   郷土やわが国の伝統と文化を大切にし、先人の努力を知り、郷土や国を愛する心をもつ。 
 

６ 授業テーマに迫るための手立て 

（１）日本のよさについて、多面的・多角的に考えさせるための学習形態の工夫 

（２）自己を見つめ、道徳的価値に対して自我関与を促す振り返り場面の設定と発問の工夫 

 

７ 学習過程 

段

階 
学習活動・内容 時間 〇指導上の留意点 ※手立て ♦評価 

事

前 

※ 「あなたが思う日本のよさとは何で

すか？」という事前のアンケートに答

える。 

・やさしい心 ・自然が多い 

・四季がある ・食べ物がおいしい 

 〇 授業の前にアンケートをとっておき、授業
の導入において結果を示すことで、一人一人
が考える日本のよさに違いがあることに気付
かせ、本時の学習への興味を喚起する。 

（学習支援アプリの活用） 

気
付
く 

１ アンケートの回答を確認し、本時の

問いを捉える。 

 

 

5 
一斉 

 

○ この段階では、アンケートで自分が選んだ
よさの理由までは問わず、展開でその理由を
考えさせるようにする。 

 
見
つ
め
る 
・ 
伝
え 
る 

２ 資料「これが日本」を読み、日本の

伝統や文化について話し合う。 

(1) 日本のよさに関する写真の中から１

枚選び、その理由を考える。 

・アニメ 
理由：海外にも広がっている、日本を

代表する文化だから。 
・阿波おどり 
理由：昔から受け継がれてきた大切な

おどりだから。先人が守ってき
たものだから。 

 
 

 

(2) 全体で共有する。 

20 
 

(13) 
グル

ープ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 
一斉 

 
 
○ 児童の実態を考慮し、話し合いに使う写真
を事前に選んでおくことで、考えの拡散化を
防ぎ、話し合いを明瞭にさせる。 

※ グループでの活動により、話し合いながら
日本のよさの理由を多面的・多角的に考えら
れるようにする。（手立て１） 

○ 理由が深まらないグループには、その写真
に関する情報（写真や映像）を提示し、考え
やすくする。 
例：阿波踊りは、1587年から続いている。 
例：日本のアニメは、海外のものと比べて

～と評されている。 
○ 問い返しや、児童同士での会話や質問など
を通して、理由についてより深く考えさせる
とともに、自分では気付かなかったよさに気
付くことができるようにする。 

 
振
り
返
る 
 

３ 日本のよさについて考えを深める。 

(1) 最初のアンケートを再確認し、それ

を選んだ理由について考える。 

 

 

 

・四季がある 

理由：四季があることで、日本の豊かな

自然がより美しく感じられるから  

  

(2) 伝統文化を受け継いでいくために自

分にできることを考える。 

 

 

 

 

(3) ゲストティーチャーの話を聞く。 

20 
(10) 

個人 

↓ 
一斉 

 
 
 
 

 
(5) 
 
 
 
 
 
(5) 

 
○ 展開時に学習したことをもとにして考えら
れるよう、板書の構造を工夫する。 

※ 事前のアンケートを振り返ることで、国や
郷土の伝統文化を児童の生活意識に結びつ
け、自我関与を促すようする。（手立て２） 

 
 
 
 
○ 「日本のよさ」を、これからどうしていき
たいと思ったかを考えさせる。 

 
 
 
 
○ 外国の人々から見た日本のよさの紹介を聞
くことで、さらに多面的・多角的な見方を伝
えることができるようにする。 

 

○と  日本のよさとは何だろう。 

◆ 日本のよさとその理由について、多面
的・多角的に考え、大切にしていこうと
しているか。    （ワークシート） 

◎ どうしてあなたはそれを日本の

よさに選んだのですか。 

 

－ 31 － 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


